
１　推進状況及び評価

現状値 目標値（R11） 目標数値の考え方 現状値の出典（年次） R６ R７ R８ R９ R10 R11

1 1 現状維持
北海道医療計画第10章別
表17

1
目標どおり現状維持（JA北海道厚生連旭川厚生病院が認定さ
れている。）

体 制 整 備 1 1 現状維持
北海道医療計画第10章別
表17

1 目標どおり現状維持（名寄市立総合病院が認定されている。）

0 1 現状より増加
北海道医療計画第10章別
表19

0
目標に反し、現状維持となっている。（現在、助産師による院内
検診で対応）

２　主な取組の内容等

道北三次医療圏における総合周産期母子医療
センターの施設数

上川北部第二次医療圏における地域周産期母
子医療センターの施設数

助産師外来の開設施設数

助産師外来の開設などによる産婦人科医の負担軽減等
・助産師外来としては開設されていないが、出産２週間後のじょく婦に対
して、助産師による検診を実施

・今後も安定した周産期医療体制を確保するために、産婦人科医師
の負担軽減につながるよう、助産師外来の開設等が求められてい
る。

・医療機関や関係財団と連携しながら、安定的な周産期医療体制の確
立を図る。

取組の内容 実　　　　績 課　　　　題 今後の方向性

地域周産期母子医療センターにおける産婦人科医師の確保等

・救急勤務医・産科医等確保支援事業（補助金）による産科医の確保

・周産期母子医療センター運営事業（補助金）による周産期医療体制の
整備

・地方・地域センター機能強化事業（補助金）による産婦人科医師の派
遣

・分娩件数
　　名寄市立総合病院（地域周産期母子医療センター）
　　　 令和４年度（269件、うち圏外　109件）
　　　 令和５年度（231件、うち圏外　  89件）
　　　 令和６年度（199件、うち圏外　  67件）
・産婦人科医師数
　　 名寄市立総合病院（地域周産期母子医療センター）
　　　常勤医　５名（令和７年４月1日現在）
　　　　　※休日夜間の全科当直当番から除外している。

・地域周産期母子医療センターに認定されている名寄市立総合病院
では、圏域外からも分娩を受け入れており、医師の確保と機能の維
持が必要である。

・分娩の取扱いを縮小している隣接する圏域の地域周産期母子医療
センター機能が回復するまでの間、名寄市立総合病院と情報共有等
の連携が必要である。

・周産期医療体制の維持・充実に向け、関係機関が連携しながら引き続
き取り組む。

「上川北部圏域地域推進方針」の推進状況　【令和６年度】

　10　周産期医療体制

指標区分 指標名（単位）
地域推進方針における指標 実績数値

令和６年度の評価

上川北部圏域

1


